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2024年度会員アンケート調査 集計結果
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＜アンケート調査の概要＞

■目的
・会員のロジスティクスの現状・課題調査
・今後の事業展開に向けた顧客ニーズ調査
・ＪＩＬＳ活動の評価確認

■調査方法
メール案内、WEB回答方式

■調査期間
2024年12月2日（月）～12月13日(金)

■調査対象・回答状況
 調査対象：法人会員

1,057社／登録者 2,229名
           個人会員

62名

 回収状況(括弧内は前年)：
有効回答数
309件(317件)／280社(289社)

回答率
回答者数／調査対象者数：13.5%(15.4%)
回答社数／調査対象社数：26.5%(27.7%)

※有効回答の定義
本調査では、回答者情報：業種、会社名、所属・役職、
氏名、メールアドレスのいずれかに記入のあった回答を
有効回答とし集計対象とした。

2024年度会員アンケート集計結果報告
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n=309



2024年度会員アンケート集計結果報告

１－１．ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題
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貴社もしくは物流・ロジスティクス・SCM部門において、ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題を３つまで、
お選びください。

n=309
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4.5%
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6.1%

7.4%

8.7%

10.0%

10.7%

11.0%

11.3%

12.0%

12.6%

14.6%

16.5%

16.8%

20.7%

21.7%

27.2%

53.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

⑳不明

⑩ＥＣ等の流通チャネルへの対応

⑥物流アウトソーシング

⑭リスクマネジメント、BCP

⑨グローバルロジスティクスの構築、整備

㉑該当しない

⑦コンプライアンス

③リードタイム短縮

⑧安全・安心の仕組みと体制構築

⑰サプライチェーンにおける他社との連携等

⑱共同物流の推進

⑯ロジスティクスやSCMを経営戦略にすること

⑲改正物流効率化法、政省令への対応

⑤環境負荷軽減、SDGsへの対応

④在庫削減（資産圧縮）

⑪物流センター等でのオペレーション人材の確保

②物流品質管理

⑫ドライバー不足への対応

⑬人材の育成、HRM

⑮物流・ロジスティクス分野におけるDXへの対応

①物流コスト適正化（物流コスト改善）

0.0%

2.5%

2.8%

5.0%

6.3%

6.6%

7.6%

7.6%

8.2%

12.0%

12.0%

12.3%

12.6%

13.9%

17.0%

17.7%

24.3%

25.6%

27.4%

47.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

⑲コロナ禍およびコロナ禍に起因する対応

⑥物流アウトソーシング

⑩ＥＣ等の流通チャネルへの対応

⑨グローバルロジスティクスの構築、整備

③リードタイム短縮

⑭リスクマネジメント、BCP

⑦コンプライアンス

⑰サプライチェーンにおける他社との連携等

⑱共同物流の推進

⑧安全・安心の仕組みと体制構築

⑯ロジスティクスやSCMを経営戦略にすること

⑤環境負荷軽減、SDGsへの対応

④在庫削減（資産圧縮）

⑪物流センター等でのオペレーション人材の確保

②物流品質管理

⑳物流の2024年問題への対応（ガイドライン対応含む）

⑮物流・ロジスティクス分野におけるDXへの対応

⑬人材の育成、HRM

⑫ドライバー不足への対応

①物流コスト適正化（物流コスト改善）

2023年度調査



１－１．ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題

4

貴社もしくは物流・ロジスティクス・SCM部門において、ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題を３つまで、
お選びください。

n=114
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0.0%

1.8%

2.6%

3.5%

6.1%

6.1%

7.0%

8.8%

8.8%

13.2%

13.2%

14.0%

14.9%

17.5%

18.4%

19.3%

20.2%

20.2%

29.8%

63.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑩ＥＣ等の流通チャネルへの対応

⑳不明

㉑該当しない

⑥物流アウトソーシング

⑭リスクマネジメント、BCP

⑦コンプライアンス

⑪物流センター等でのオペレーション人材の確保

⑱共同物流の推進

⑧安全・安心の仕組みと体制構築

⑨グローバルロジスティクスの構築、整備

③リードタイム短縮

⑬人材の育成、HRM

⑰サプライチェーンにおける他社との連携等

②物流品質管理

⑲改正物流効率化法、政省令への対応

⑤環境負荷軽減、SDGsへの対応

⑫ドライバー不足への対応

⑮物流・ロジスティクス分野におけるDXへの対応

⑯ロジスティクスやSCMを経営戦略にすること

④在庫削減（資産圧縮）

①物流コスト適正化（物流コスト改善）

【製造業の回答集計】

2024年度会員アンケート集計結果報告



１－１．ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題
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貴社もしくは物流・ロジスティクス・SCM部門において、ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題を３つまで、
お選びください。

n=27
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0.0%
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3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

7.4%

7.4%

11.1%

11.1%

11.1%

14.8%

14.8%

14.8%

14.8%

22.2%

25.9%

25.9%

29.6%

74.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑩ＥＣ等の流通チャネルへの対応

⑳不明

㉑該当しない

⑥物流アウトソーシング

⑦コンプライアンス

⑭リスクマネジメント、BCP

⑱共同物流の推進

⑨グローバルロジスティクスの構築、整備

⑪物流センター等でのオペレーション人材の確保

⑧安全・安心の仕組みと体制構築

⑫ドライバー不足への対応

⑯ロジスティクスやSCMを経営戦略にすること

③リードタイム短縮

⑤環境負荷軽減、SDGsへの対応

⑬人材の育成、HRM

⑰サプライチェーンにおける他社との連携等

⑲改正物流効率化法、政省令への対応

④在庫削減（資産圧縮）

⑮物流・ロジスティクス分野におけるDXへの対応

②物流品質管理

①物流コスト適正化（物流コスト改善）

【流通業の回答集計】

2024年度会員アンケート集計結果報告



１－１．ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題

6

貴社もしくは物流・ロジスティクス・SCM部門において、ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題を３つまで、
お選びください。

n=114
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0.0%

0.9%

3.5%

3.5%

4.4%

4.4%

4.4%

5.3%

5.3%

6.1%

8.8%

12.3%

16.7%

18.4%

21.9%

30.7%

35.1%

40.4%

47.4%

52.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

⑳不明

㉑該当しない

④在庫削減（資産圧縮）

③リードタイム短縮

⑥物流アウトソーシング

⑨グローバルロジスティクスの構築、整備

⑭リスクマネジメント、BCP

⑯ロジスティクスやSCMを経営戦略にすること

⑤環境負荷軽減、SDGsへの対応

⑩ＥＣ等の流通チャネルへの対応

⑲改正物流効率化法、政省令への対応

⑰サプライチェーンにおける他社との連携等

⑦コンプライアンス

⑧安全・安心の仕組みと体制構築

⑱共同物流の推進

②物流品質管理

⑫ドライバー不足への対応

⑪物流センター等でのオペレーション人材の確保

⑬人材の育成、HRM

⑮物流・ロジスティクス分野におけるDXへの対応

①物流コスト適正化（物流コスト改善）

【物流業の回答集計】

2024年度会員アンケート集計結果報告



6.9%

0.6%

56.9%

32.5%

30.0%

56.3%

58.1%

16.3%

18.1%

21.9%

22.5%

58.1%

59.4%

40.0%

54.4%

55.0%

56.3%

50.6%

49.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑲その他（自由記入）

⑱不明

⑰ＫＰＩ設定・管理

⑯需給調整（生産計画や販売計画への関与）

⑮需要予測

⑭在庫管理、在庫政策

⑬物流関連協力企業の管理

⑫調達物流（グローバル）の計画およびマネジメント

⑪販売物流（グローバル）の計画およびマネジメント

⑩自社内物流（グローバル）の計画およびマネジメント

⑨調達物流（国内）の計画およびマネジメント

⑧販売物流（国内）の計画およびマネジメント

⑦自社内物流（国内）の計画およびマネジメント

⑥物流関連施設等の設備管理

⑤安全、品質、生産性などの業務管理

④物流関連情報システムの管理業務

③庫内管理・作業業務

②輸配送業務

①受発注業務

１－２．物流・ロジスティクス・SCM部門の担当業務
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【荷主企業の方のみお答えください】
貴社の物流・ロジスティクス・SCM部門の担当業務をお選びください（複数選択可）。

n=160

2024年度会員アンケート集計結果報告



１－３．経営層における物流に対する認識
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【荷主企業の方のみお答えください】
貴社（主に経営層）における物流に対する認識について該当するものを、下記の選択肢からすべてお選びください
（複数選択可）｡

2024年度会員アンケート集計結果報告

昨年度調査と比べ、
「①物流はコストであり、コスト削減が最優先事項」（41.6%（前年調査47.3%））への回答が減少し、
「②物流は協調領域であり、同業他社との連携が重要」（57.8%（前年調査42.0%））への回答が、大きく上昇した。

8.4%

24.7%

41.6%

66.9%

64.3%

57.8%

41.6%

0.0%

24.0%

52.0%

63.3%

62.7%

42.0%

47.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑦該当しない／不明

⑥物流はイノベーションや新しい産業の源泉である

⑤物流は環境やＳＤＧｓなど社会課題解決の鍵となる

④事業者や取引先による持続可能な物流構築が重要

③調達から販売を通じた自社の物流の全体最適が重要

②物流は協調領域であり、同業他社との連携が重要

①物流はコストであり、コスト削減が最優先事項

2023年(n=150) 2024年(n=154)



１－４．過去1年程度に取り組まれた施策
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【荷主企業の方のみお答えください】
貴社の物流・ロジスティクス・SCM部門が主導した、過去1年程度に取り組まれた施策をお聞かせください（複数選択可）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

4.5%

0.6%

29.9%

24.8%

29.3%

20.4%

36.3%

59.2%

38.9%

28.7%

56.7%

34.4%

29.3%

42.7%

6.9%

1.3%

29.4%

26.9%

27.5%

22.5%

28.8%

58.8%

41.9%

22.5%

48.1%

30.0%

23.1%

45.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑭該当なし

⑬不明

⑫他部門に対する物流・ロジスティクス・ＳＣＭの説明会や研修等の実施

⑪情報システムの高度化やAI、IoTの活用

⑩環境負荷軽減・省エネルギー対策

⑨組織の見直し（労働力不足への対応含む）

⑧物流業務のペーパレス化、デジタル化

⑦物流オペレーション（輸配送）の改善

⑥物流オペレーション（保管・仕分け）の改善

⑤商品設計・包装の見直し

④物流システム・物流ネットワークの見直し

③顧客（販売先）との取引条件の見直し

②仕入先（調達先）との取引条件の見直し

①在庫削減・アイテム数の整理

2023年度(n=160) 2024年度(n=155)



１－５．自動化・省人化にむけた投資
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物流・ロジスティクス分野における労働力不足に対応するため、自動化・省人化等への投資についてお聞かせくださ
い（１つ選択）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

2.7% 1.5%
0.4% 0.0%

9.6% 14.2%

29.2%
30.3%

21.5%
19.9%

36.5% 34.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

2023年度(n=260) 2024年度(n=261)

①既に自動化・省人化に向けた投資を実施している

②自動化・省人化に向けた投資計画を検討中である

③自動化・省人化に向け検討しているが、具体的な計画立案までは至っていない

④自動化・省人化について関心があるが、検討はしていない

⑤自動化・省人化の必要はない

⑥不明



１－６．サプライチェーン別課題
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サプライチェーンの品目名 課題

アパレル・
繊維等

アウトドアウェア 環境負荷削減のための3PLとの協働取り組み。

繊維 調達物流に対する管理・改善が課題。待機時間改善など。

貴社の関わるサプライチェーンにおいて、課題がありましたらお聞かせください（自由記入）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

サプライチェーンの品目名 課題

化学

化学品
リチウムイオン電池なので、危険品扱いとなり、保管、輸送など非常に苦労をする（国
内だけでなく日本輸出やグローバル全体で）。輸送制限や保管制限等。

化学品 物流品質の向上。

化学品 商慣習。

化学品
業界ごとの商慣習が異なる。
メーカーごとの対応であり共同化が難しい。
特積み業者における危険物の取扱について不透明。

化学品 ローリーの乗務員不足が顕在化している。

化学品 物流の共同化。

化学品 物流共同化、危険物輸送業者の確保。

化学品
持続可能な化学品物流の構築・維持。製造地、消費地の距離、どうしても長距離輸送が
生じること。

化学品 各国担当者が全体を俯瞰せず、部分最適に走っている。輸入であるが、最終需要国であ
る日本の商習慣を海外サプライヤーは理解しない。

危険物 小口配送。

危険物
危険物の輸配送および保管。パレチゼーション化。危険物を輸配送できる運送会社が少
ない。輸送に適したパレットサイズとドラムサイズが合わず、輸送効率が下がる。



１－６．サプライチェーン別課題
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サプライチェーンの品目名 課題

食品

加工食品（酒類）

納品先の時間指定への対応。
時間指定がある場合、午前便と午後便で運用している路線便では対応できず、物量が少
ない場合でも4ｔトラック等のチャーター便を準備したり、共同配送においても配送効
率が悪くなることが多い。時間指定については、路線便の運用ルールに合わせてほしい。

飲料・加工食品

・食品ロス（需給起因、納品条件起因双方）
・納品リードタイム（受注後翌日納品（D1）企業が残っている、卸からの受注締め時間
の後ろ倒し要請）
・静脈物流を含めた物流共同化への取り組み

加工食品
・需給に合わせた供給力不足
・納品リードタイム見直し・配送力不足

加工食品 ASNへの対応。物流会社様との協働取り組み。

加工食品 物流問題への対応（ドライバー不足への対応、法規制対応など）。

加工食品 リードタイムの適正化。

加工食品 商慣習：リードタイム、1/3ルール、外装、荷待ち、付帯業務

加工食品 小ロット輸送比率が高い、需要予測精度が低い。

加工食品 コストアップ

加工食品 小売業の納入期限緩和。

加工食品 海外に比べて、納品時の商慣行が厳しい。リードタイム、賞味期限、欠品、など。

加工食品 着荷主のバース予約システムの導入による、配車効率の悪化。

加工食品 流通在庫の最適化。

加工食品 待機時間、荷役作業の実態把握。中長期計画の作成と定期報告の対応。

加工食品
2024年問題への対応として、商慣行の変更がまだまだ進んでいない。モーダルシフトを
検討してきたが、鉄道も船舶も必要な枠の確保が困難となってきている。

加工食品
生産物流：長距離輸送ドライバーの確保困難、エリアごとの在庫偏在
販売物流：納品LT延長（D+2）、附帯作業撤廃、長時間待機

貴社の関わるサプライチェーンにおいて、課題がありましたらお聞かせください（自由記入）。

2024年度会員アンケート集計結果報告



１－６．サプライチェーン別課題
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サプライチェーンの品目名 課題

食品

加工食品 リードタイム短縮

加工食品 返品対応、日付逆転不可の商習慣など。

加工食品

・納品リードタイム＋1日を受け入れてくれない一部の卸会社や小売業（CVSや生協共同
購入）の存在。
・中四国エリアの配送品質（特に山陰・山陽地方）。
・物流共同化（卸のメーカー倉庫への引取り物流）
・商慣習（価格改定にともなうセンターフィの高騰）
・調達物流の現在地の把握と課題点の抽出。

加工食品 ドラック企業における返品受入れ（商習慣）

加工食品
多品種小ロットの物流機能の維持（香辛料は種類が多く1回あたりの消費量が少ない商
品特性）

加工食品
物流業界全体の労働時間短縮のため、お得意先へリードタイム改善や最低配送ロット改
善を推進している。ところがCVS業態のみ上手くいかない。荷待ち時間改善にはCVSも取
り組んでいる様子ですが、毎日納品は改善される見込みが立たない状況である。

加工食品 センターの川上における調達物流の効率化を目指す。

加工食品 商慣習、物流共同化、リードタイム延長、アイテム削減、オペレーション省人化

加工食品

業務用乳製品(脱脂粉乳など)のパレット輸送化。一部企業の荷受け側のバラ積み下ろし
輸送からパレチゼーション化への協力が得られない。受け入れ先でドライバーの積み下
ろしが激務であるため、早期変更が必要。荷受け先によって荷受け態勢がバラバラであ
る事も協力が得られない理由と思われる。

加工食品 商慣行、ペーパーレスを見据えたEDI化、作業の省人化（含む事務）

加工食品 納品リードタイムが短く、数量の変更も多く、配送に苦労する。

低温輸送が必要な加工食品 物流の共同化（共同配送）

冷凍の食品原料 海外調達における情報の一元管理、コストマネジメント

加工食品 リードタイム短縮

加工食品 返品対応、日付逆転不可の商習慣など。

貴社の関わるサプライチェーンにおいて、課題がありましたらお聞かせください（自由記入）。

2024年度会員アンケート集計結果報告



１－６．サプライチェーン別課題
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サプライチェーンの品目名 課題

紙製品・書
籍等

紙＋段ボール 出荷注文のリードタイムの商慣習。

紙製品 共同配送など物流の効率化

出版流通
再販売価格維持制度（定価制度）下における物流コスト負担（消費者に流通コストを転
嫁できない構造）。

新聞輸送
新聞輸送の時間帯が一般貨物と異なるため、共同物流化が難しい。新しい運び方を提案
しても既存の取引先との関係、物流コスト、輸送品質面の担保など物流部門だけで判断
できないためＰｏＣに進みにくい。

貴社の関わるサプライチェーンにおいて、課題がありましたらお聞かせください（自由記入）。

サプライチェーンの品目名 課題

建設・建材
等

塩ビパイプ、屋根壁材料（建
材）

バーコードや2次元コード（QR）がない状態で流通しており、LogisticsのDX化の大きな
障害となっている。

建材 商慣習。多重下請け構造。材工一式。物流共同化。

建設資材の輸送 共同配送

建築資材 商習慣（リードタイム）

建築資材 業界標準バーコード化の推進、共同物流化の推進

戸建住宅 積載効率の悪い貨物が多く、品種が多い。

住宅建材 業界全体でドライバー不足、荷量低下に伴う効率悪化。

2024年度会員アンケート集計結果報告
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貴社の関わるサプライチェーンにおいて、課題がありましたらお聞かせください（自由記入）。

サプライチェーンの品目名 課題

機械器具・
精密機器等

医療機器、電子製品
物流業務以外の周辺業務（受発注、製造、返却物流）含めた全体最適（QCD＋人材育
成）

家電 共同配送

楽器、音響製品他 米中対立を中心とした全世界的な保護主義貿易の流れへの対応（生産拠点見直し等）。

機械 国際物流の価格高騰と船腹不足。

機械部品 調達物流（現状は未関与）

金属加工・関連部品、鈑金製品、
電子・電気部品

主要製品の安定確保

金属加工製品（アルミ建材）
（商慣習）
納材店/問屋への納品時の制約条件（時間指定納入や物件別降ろしなど）

空調機器 需要変動と生産、物流の平準化を両立させる事が難しい。

事務機器、POSシステム 共同輸配送（運べないリスク）、物流費高騰、輸送ＬＴ増加、地政学/気候変動リスク

精密機械 視える化

製造部品
部品類の据付人員不足による在庫量削減ができない。据付人員不足で複数の倉庫賃借し
ているが在庫量増に伴い、オーバーフローで毎年倉庫探しで苦労している。

電動ベッド・家具類 パレタイジング困難な製商品に対する、荷役時間削減について課題有り。

半導体デバイス 商習慣：商社を経由する場合、複数のバーコードが貼付される

半導体関連 取引先の生産キャパ、コスト増による値上げ

2024年度会員アンケート集計結果報告



１－６．サプライチェーン別課題
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貴社の関わるサプライチェーンにおいて、課題がありましたらお聞かせください（自由記入）。

サプライチェーンの品目名 課題

素材等

ウレタン、ゴム製品（素材）
ウレタン、ゴム製品（素材）での適正な梱包形態。サイズが大きく、不定貫であり、一
元化が課題。バラ積みであり、荷役時間かかる（特に輸出コンテナバンニング）

鉄鋼製品 重厚長大貨物故に取り扱いが特殊で定型化出来ない。

特化物
・長距離輸送スキームの改善。共同配送等。
・倉庫費用（外注）における適正コストの試算
・物流データの見える化

包装材料 多品種、季節変動

サプライチェーンの品目名 課題

自動車関連

リチウムイオン電池 保管、物流荷姿

完成車両、生産部品物流、アフ
ターマーケット物流

1台を生産するのに集約されてくる部品を欲しい時に欲しい量を運ぶ、保管する、荷役
する事の難しさ。従前の物流事業者は、DXやイノベーションを行う知識、能力、経営判
断はなく、パートナーとして物足りなさを感じていること。

自動車部品 JIS供給の実現。

自動車用製造部品 九州域内における未調達部品の開拓。

輸送用機械器具

商慣習として1月～3月期に業界全体の最大需要期が集中しており、輸送能力の安定供給
に重大な負荷がかかっている。一部ではあるが荷主様企業内での物流に対する意識改革
が思うように進んでおらず、SCMの権限がまだ弱いため生販のひずみを物流部門が吸収
し続ける体質が改善されていないため、輸送部門の負担が重いままになっている。

2024年度会員アンケート集計結果報告
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課題

その他・分
類無

納品先のトラック予約システムの問題。トラック予約システムにより車輛1台当りの配送件数が減少＝積載率の低下。

サプライチェーンの各工程における料金の適正化。荷主の料金適正化への理解。

サプライチェーンを構成する取引先の廃業によるサプライチェーンが棄損することの懸念があります。円滑に事業の承
継を進めることが課題です。

ドライバー不足対応⇒倉庫側の荷役増加。運賃+荷役コストの上昇。

貴社の関わるサプライチェーンにおいて、課題がありましたらお聞かせください（自由記入）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

サプライチェーンの品目名 課題

日用雑貨等

スポーツ用品 配送センター自動化。

プラスチック日用品雑貨
全国の小売店舗に荷物を発送する上で、県下の運送会社の輸送能力が年々低下しており、
納品のリードタイムが延びているのが課題である。

育児用品 商慣行の見直し、得意先との協働。

化粧品物流 波動対応、多忙期の当日出荷分の線引等（運送会社集荷時間制限への対応）。

化粧品物流 配送手段の検証見直し。慣例の物流業務習慣を見直し、時間管理を重視。

家庭用品雑貨 商品が海外調達によっておこる在庫調整が課題。

日用雑貨品 物流共同化

文具事務用品
販売店に対して個別要件に基づく物流サービスやコスト負担の維持について商慣習の中
でなかなか変更出来ない。業界自体が低収益、縮小構造であるがシェア低下を恐れてど
こも踏み切れない現状。

スポーツ用品 配送センター自動化。



１－６．サプライチェーン別課題
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課題

その他・分
類無

原価高騰を受けての価格転嫁、オペレーション省人化。データ・マテハンの統一化や商慣習等の物流効率化へ向けた業
界全体の意識。

事業の構造変化にあわせ、物流網を再構築したい。グループ子会社統廃合による物流コスト削減など。

持続可能な製品配送体制の構築に向け、ドライバーのみならず倉庫内物流職の人員不足が課題。

リードタイム、時間指定、荷待ち時間、手荷役作業等。

多くの業界で結果的に個別最適となる機械化自動化が進められようとしている点。SCM全体での最適化という発想に乏し
い。原材料から最終消費者までを考慮した物流の構築を考えていく必要がある。

ダメージのクレームの低減。

お客様の庭先から貨物駅までのトラック輸送力の確保

貴社の関わるサプライチェーンにおいて、課題がありましたらお聞かせください（自由記入）。

2024年度会員アンケート集計結果報告



２．物流・ロジスティクス分野におけるDXの課題
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物流・ロジスティクス分野におけるＤＸ（機械化・デジタル化を通じて物流のこれまでの在り方を変革すること）に
ついて、課題をお聞かせください（複数選択可）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

2.7%

13.4%

1.3%

57.4%

28.5%

48.3%

5.7%

1.9%

15.0%

0.6%

58.0%

30.3%

47.8%

7.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑦その他

⑥該当しない／不明

⑤物流DXについて感心がない、もしくはわからない

④物流ＤＸを推進する人材が不足している

③物流ＤＸ実装に向けた投資が難しい

②関連するサプライチェーンにおいて、標準化ができていない

①関連するサプライチェーンにおいて、物流DXを検討する場がない

2023年度(n=314) 2024年度(n=298)



３．ＫＰＩ活用状況
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ロジスティクスＫＰＩ（key performance indicator）の活用状況をお聞かせください（１つ選択）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

2.3%

18.2%

2.0%

7.8%

10.7%

18.2%

40.7%

4.1%

19.3%

4.1%

5.7%

11.7%

19.3%

35.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

⑦その他

⑥該当しない／不明

⑤ロジスティクスKPIを知らない

④ロジスティクスKPIの導入は考えていない

③ロジスティクスKPIに興味はあるが、導入の方法がわからない

②ロジスティクスKPIの導入を検討している

①ロジスティクスKPIを導入し、生産性や収益性の向上に活用している

2023年度(n=316) 2024年度(n=307)



４．HRMの主な課題領域
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【荷主企業の方のみお答えください】
貴社の物流・ロジスティクス・SCM部門のHRMに関する主な
課題領域をお聞かせください（複数選択可）。

【物流企業の方のみお答えください】
貴社のHRMに関する主な課題領域をお聞かせください（複
数選択可）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

12.6%

19.8%

27.5%

76.0%

26.9%

48.5%

48.5%

3.2%

20.3%

34.8%

76.6%

36.7%

51.3%

60.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑦不明

⑥処遇

⑤評価

④育成

③配置

②採用

①人事戦略、人材ビジョン（目指

す人材像）

2023年度(n=158) 2024年度(n=167)

11.8%

32.6%

36.8%

80.6%

22.2%

70.1%

47.2%

4.5%

25.6%

35.3%

82.7%

30.1%

66.2%

49.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑦不明

⑥処遇

⑤評価

④育成

③配置

②採用

①人事戦略、人材ビジョン（目指

す人材像）

2023年度(n=133) 2024年度(n=144)



５－１．人材育成における重点テーマ【荷主企業】
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【荷主企業の方のみお答えください】
物流・ロジスティクス・SCM分野の人材育成について、以下に示す領域において課題と感じている箇所にチェックをお
願いします（複数選択可）。

n=140

2024年度会員アンケート集計結果報告
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26.0%
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7.2%

6.1%
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3.6%
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26.0%

21.3%

10.1%

5.3%

1.2%

1.6%

0.8%

2.2%

3.0%

24.7%

36.1%

26.5%

28.1%

22.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

海外駐在員

新任・新人

中堅社員

中間管理職

経営幹部

サプライチェーン ロジスティクス グローバル パートナーシップ 物流機能 ＣＳＲ 組織・人材



５－２．人材育成における重点テーマ【物流企業】
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【物流企業の方のみお答えください】
貴社の人材育成について、以下に示す領域において課題と感じている箇所にチェックをお願いします（複数選択可）。

n=129

2024年度会員アンケート集計結果報告
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海外駐在員

新任・新人

中堅

中間管理職

経営幹部

３ＰＬ／ロジスティクス／サプライチェーン パートナーシップ グローバル 物流機能 ＣＳＲ 営業 組織・人材



６ー１．人的資本経営
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「人的資本経営」についてお聞かせください。「人的
資本経営」をご存じですか（１つ選択）。

貴社の人的資本経営の取り組み状況についてお聞かせ
ください（１つ選択）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

11.4% 12.3%

45.1%
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20.0%
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60.0%

80.0%

100.0%

2023年度(n=315) 2024年度(n=308)

①知らない ②言葉は知っている

③概要を知っている ④内容を理解している

⑤人に説明できる

0.3% 0.4%

35.5%

22.5%

7.8%
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24.6%

31.6%

13.3%

15.1%

18.4%
24.2%
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20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

2023年度(n=293) 2024年度(n=285)

⑥該当しない ⑤不明

④取り組む予定はない ③検討中

②取り組んでいる部門がある ①全社的に取り組んでいる



25

【人的資本経営に既に取り組んでいる企業にお聞きし
ます】
貴社は人的資本情報を、社外に開示していますか（１
つ選択）。

【人的資本経営に既に取り組んでいる企業にお聞きし
ます】
どのような項目を情報開示していますか（自由記入）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

６－２．人的資本経営

33.8% 29.9%

44.6%
42.4%

21.6% 27.8%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

2023年度(n=293) 2024年度(n=285)

③不明 ②開示していない ①開示している

• エンゲージメント調査
• 企業取組方針、ダイバーシティ＆インクルージョンの取

組実績等
• 人財育成方針と社内環境整備方針
• 教育、トレーニングプログラム、インセンティブプログ

ラムなど
• ダイバーシティ・人材育成・エンゲージメント
• 各種スキル
• 「事業の競争力強化」と「個々人のウェルビーイング向

上」の両立 を目指す
• 人財要件、人財育成プログラム
• 人材育成方針や社内制度
• 方針、施策
• 働きがい、DE＆I、組織風土改善等
• 人材マネジメントの取組
• 様々なスキルアップ
• 価値提供の取組み
• グローバル人材、女性の活用等
• 資格、スキル、職歴、学歴等のキャリア情報。
• 基本方針、全体像、戦略
• システム導入
• 社員への研修・資格取得
• 女性社員比率、障碍者雇用への取り組み、研修内容など
• ＮＸエンゲージメントスコア、人的資本ＲＯＩ
• 生産性（時間当たり売上や事業利益）



７．物流改善活動

26n=300 n=306

物流改善活動への取り組み状況について、お聞かせくださ
い（どれか１つ）。

社内もしくはグループによる物流改善活動の成果発表会に
ついてお聞かせください（どれか１つ）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

JILSでは、全国の物流現場、物流部門で取組まれた優れた
物流改善の成果を発表し、実務者間で効率化・合理化のノ
ウハウを共有する「全日本物流改善事例大会」を毎年開催
しています。本大会のことを知っていますか（１つ選択）。

JILSでは物流現場改善に積極的に取り組む企業の活動を応
援するため、物流現場改善の先進企業を認定する「物流現
場改善優良認定制度」を実施しております。本制度のこと
を知っていますか（１つ選択）。

53.5%
23.6%

8.3%

2.7%
1.3%

10.6%

①既に取り組んでおり、

成果も出ている

②取り組んでいるが、あ

まり成果が出ていない

③現在は取り組んでいな

いが、今後取り組む予定

④取り組んでいない

⑤不明

⑦その他

n=301

37.6%

14.9%

26.7%

2.0%

3.3% 15.5%

①定期的に開催している

②不定期に開催している

③社内およびグループで

の発表会は開催していな

い④これまで物流改善に取

り組んだことはない

⑤不明

⑥その他

n=303

87.3%

12.7% ①知っている

②知らない

42.3%

59.7%

①知っている

②知らない



７．物流改善活動

現在JILSでは、物流現場改善に積極的に取り組む「個人」
を応援するための施策を検討しております。「個人」への
評価や認証制度について、お聞かせください（１つ選択）

2024年度会員アンケート集計結果報告

59.5%15.0%

24.5%

1.0%
①「個人」への評価や認証制

度があればよいと思う

②「個人」への評価や認証制

度は必要ない

③不明／該当なし

その他



８．ＢＣＰ
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2024年度会員アンケート集計結果報告

n=308

貴社において、物流・ロジスティクスにおけるBCPを策定するうえで、最も重要な課題となっているリスクをお聞かせ
ください（１つ選択）。

0.6%

1.3%

1.3%

1.9%

4.5%

4.5%

7.5%

8.1%

70.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑨その他

③健康・安全リスク（感染症の流行、安全確保等）

⑤経済的リスク（為替変動、燃料高騰等）

⑦社会的リスク（不祥事、事故、訴訟等）

②人為的リスク（事故･労災、ストライキ等）

⑥法規制リスク（法律・規制の変更や強化等）

④技術的リスク（サイバー攻撃、システムダウン、機器の故障

等）

⑧不明／該当しない

①自然災害リスク（地震、台風・大雨、大雪等）



９．SDGsに関する取り組み状況
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n=305

SDGsに関する取り組み状況についてお聞かせください（1つ選択）。

【SDGsに関する取り組みを行っている企業にお聞きいたします】貴社の物流・ロジスティクスの目標として設定して
いるゴールに該当するものを、選択肢からすべてお選びください（複数選択可）。

n=306

2024年度会員アンケート集計結果報告

49.2%

24.9%

16.4%

1.3%

2.0% 4.3% 2.0% ①重要な課題として認識しており、企業方針

としてHPなどで公表している
②課題として認識しており、社内方針や社内

の通達として示されている
③課題として明示されていないが、社内で今

後の検討の必要性を感じている。
④（全社方針として）聞いたことがない・明

示されていない
⑤不明

⑥該当しない

その他

6.5%
9.5%

23.5%
8.5%

12.1%
9.5%

33.7%
21.6%

13.4%
10.8%

22.5%
36.3%
36.6%

6.5%
20.6%

8.5%
20.3%

4.9%
5.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

⑲該当しない
⑱不明

⑰パートナーシップで目標を達成しよう
⑯平和と公正をすべての人

⑮陸の豊かさも守ろう
⑭海の豊かさを守ろう

⑬気候変動に具体的な対策を
⑫つくる責任、つかう責任

⑪住み続けられるまちづくりを
⑩人や国の不平等をなくそう

⑨産業と技術革新の基盤を作ろう
⑧働きがいも経済成長も

⑦エネルギーをみんなに。そしてクリーンに
⑥安全な水とトイレを世界中に
⑤ジェンダー平等を実現しよう

④質の高い教育をみんなに
③すべての人に健康と福祉を

②飢餓をゼロに
①貧困をなくそう
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n=250

【SDGsに関する取り組みを行っている企業にお聞きいたします】貴社および貴社の物流・ロジスティクス部門においてSDGs推進する動機

（ねらい）に該当するものを選択肢からすべてお選びください（複数選択可）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

９．SDGsに関する取り組み状況

7.2%

4.0%

0.4%

8.4%

24.4%

27.2%

24.4%

23.2%

24.4%

12.8%

27.2%

24.8%

29.6%

32.4%

20.4%

22.4%

30.0%

17.6%

21.2%

35.2%

48.4%

77.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

㉒該当しない

㉑不明

⑳特にない

⑲消費者との関係強化

⑱顧客との連携（パートナーシップ）強化

⑰循環型経済への対応、資源効率化の推進

⑯技術革新やデジタル化の促進（情報・技術）

⑮社会的課題（人口減少や都市化等）への対応

⑭法および規制への対応

⑬世間から評価を得るため

⑫優秀な人材獲得、人材の維持、多様な人材の活用

⑪健全なサプライチェーン最適化・ガバナンス

⑩災害対応など将来的なリスクへの対応・管理

⑨既存事業の高度化（物流、ロジスティクス、サプライチェーンの効率…

⑧（物流、ロジスティクスに関する）新規事業・サービスの創出

⑦グローバル化への対応

⑥社内活性化（労働環境の改善）

⑤株主からの要請

④取引先からの要請

③社内ガバナンスの強化

②地域社会への貢献

①環境負荷の低減
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n=287

貴社および貴社の物流・ロジスティクス部門において、SDGsに関する取り組みを行うにあたっての阻害要因を選択肢
からすべてお選びください（複数選択可）。

2024年度会員アンケート集計結果報告

９．SDGsに関する取り組み状況

1.0%

12.5%

10.1%

32.1%

3.8%

3.5%

3.8%

11.1%

5.2%

3.1%

2.8%

4.9%

2.8%

22.3%

12.9%

15.0%

10.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

その他

⑯該当しない

⑮不明

⑭特になし

⑬始めるにあたってよい手引き（スタートアップマニュアル）がない

⑫SDGs活動の広報・PRの仕方がわからない（発信力不足）

⑪継続的に取り組む方法がわからない（PDCAを回せない）

⑩（ROI等の）経営指標と結びつけることができない

⑨自社の社員が理解できていない

⑧自社や自分の業務との関係性がわからない

⑦自社におけるSDGsの始め方がわからない

⑥取引先の協力が得られない

⑤取引先からの要請がない

④SDGs人材がいない

③投資する予算がない

②事業目標との紐づけができない

①自社戦略との関係性を見いだせない



10．大阪万博対応
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n=193

【荷主企業の方のみお答えください】
大阪万博期間中の物流対策について検討状況をお聞か
せください（１つ選択）。

【荷主企業の方のみお答えください】
「②取引先と検討している」とお答えの方、取引先を
具体的にお聞かせください（１つ選択）。

n=28

2024年度会員アンケート集計結果報告

11.9%

10.9%

3.6%

48.7%

11.9%

13.0%

①社内で検討している

②取引先と検討してい

る

③共同配送等に向けて

同業他社と検討してい

る

④検討していない

⑤不明

⑥該当しない

21.4%

14.3%

64.3%

①届け先（着荷主）

②仕入れ先（発荷主）

③物流業務委託先
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